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詳細は、以下のウェブサイトでご確認ください。 

http://www.cdc.gov/swineflu/general_info.htm. 

新型インフルエンザ（インフルエンザA (H1N1)）に関するQ&A  

米政府は新型インフルエンザに関する最近の報告を受け、公衆衛生に関する緊急事態を宣言しました。本書は、新型インフルエンザ
についての重要事項をまとめたものです。UnitedHealthcare会員およびご家族の感染予防にお役立ていただければ幸いです。詳細
は、疾病対策センター(CDC)のウェブサイト記載の情報をご参照いただくか、医療専門家にご連絡いただくことをお勧めします。 

 

新型インフル

エンザとは? 

この度感染の拡大している新型インフルエンザは、A型インフルエンザ（H1N1）ウィルスによって引き起

こされた呼吸器感染です。通常はブタに発症する疾病です。 
 

どのように感染

しますか？ 

新型インフルエンザは通常ヒトには感染しませんが、伝染性のウィルスであるため、ヒトへの感染も可能
です。ウィルスは、咳やくしゃみによりヒトからヒトに感染します。通常、感染期間は発症1日前から発症
後7日間です。注：豚肉や豚加工食品を介して新型インフルエンザに感染することはありません。 
 

新型インフルエンザにかかるリス

クがあるのは誰ですか？ 

新型のインフルエンザであるため、この新型インフルエンザウィルスに免疫がある人はいません。そのた

め誰にでも感染するリスクがあると考えられています。 
 

どのような症状が

発症しますか？ 

新型インフルエンザの症状は、季節性インフルエンザと非常に良く似ています。高熱、疲労感、食欲

不振、咳などが一般的な症状ですが、鼻水、のどの痛み、嘔吐または下痢の症状の出る人もいま

す。（情報源：疾病対策センター（CDC）） 
 

どのような感染予防

措置を取ればよいで

すか？ 

ウィルスの蔓延・感染予防には次の措置を取ることができます。 

• 手洗いを徹底しましょう。特に咳やくしゃみをした後など、石鹸で手を頻繁に洗いましょう。アルコ

ール消毒液も効果的です。 

• 病人との接触は避けましょう。 

• 咳やくしゃみをする時にはティッシュ（または肘）で鼻と口を覆いましょう。使用後のティッシュはゴミ

箱に捨てましょう。 

• 目、鼻、口は触らないようにしましょう。細菌は目、鼻、口を介して感染します。 
 

どのような治療法がありますか？ 疾病対策センター(CDC)は、タミフルおよびリレンザと呼ばれる抗ウィルス薬を、この新型インフルエンザウ

ィルスの治療・予防薬として推奨しています。発症後2日以内の服用が最も効果的です。重要：新型イ

ンフルエンザの診断を受けた場合または感染の疑いのある場合でも、18歳未満の者にアスピリンまたは

アスピリン含有薬を与えないこと。ライ症候群（小児疾患）を引き起こす可能性があります。症状の緩和

には、アセトアミノフェン（タイレノール）などの非ステロイド性薬品を使用することも可能です。 
 

万が一発症した場合はど

うすればよいですか？ 

発症した場合は、自宅に待機し、人との接触を避けて疾病の蔓延を防いでください。 
 

 また次の症状が見られる場合には、医師または看護士に連絡を取り、緊急・救急診療を受けてくだ

さい。 

• 呼吸困難または息切れ 

• 胸部の痛みまたは圧迫感 

• 胃痛 

• めまい 

• 精神錯乱 

• 重度の嘔吐または頻繁な嘔吐 

 

 子どもの場合、次の症状が見られる場合は、応急手当が必要です。  

• 十分に水分を取れず、脱水症状が見られる 

• 発疹を伴う発熱 

• 一旦症状が治まった後、再度発熱し、咳が悪化する 

 次の症状が見られる場合は、緊急医療サービス（911）への連絡が必要です。 

• 皮膚が青白くなる 

• 子どもが目を覚まさない 

• 極度のイライラ感。例えば、子どもがぐずり、抱かれるのを嫌がる。 
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詳細は、以下のウェブサイトでご確認ください。 

http://www.cdc.gov/swineflu/general_info.htm. 

年初に受けたインフルエン

ザ予防接種で予防できま

すか？また、仮に今インフ

ルエンザ予防接種を受けた

場合、予防できますか？ 
 

いいえ。現時点では、新型インフルエンザに対するワクチンはありません。感染地域にお住まいの場

合は、ウィルス蔓延予防措置を取ってください。 

メキシコへの渡航を予定し

ている場合、治療薬を携行

すべきですか？ 
 

疾病対策センター（CDC）および世界保健機関（WHO）は、現時点ではメキシコへの渡航は避け
るよう勧告しています。メキシコへの渡航を予定している場合、疾病対策センター（CDC）のウェブサ
イトにて推奨されている感染予防措置に従ってください。詳細は次のウェブサイトをご参照ください。
http://wwwn.cdc.gov/travel/contentSwineFluMexico.aspx 
 

治療薬はどの段階で服用

すべきですか？ 

抗ウィルス薬は、１歳以上の小児から使用可能です。抗ウィルス薬の服用が必要か否かについては、

担当医にご相談ください。疾病対策センター（CDC）の治療に関する推奨事項は以下の通りです。 

感染が疑われる場合：新型インフルエンザの感染が疑われる患者はいずれも治療を受けるよう推

奨します。発症後2日以内の場合、5日間治療薬を服用するとよいでしょう。感染が疑われていて

も、別型インフルエンザの可能性もあるため、タミフルやリレンザに加え、別の薬品を処方される場合

もあります。 

新型インフルエンザの診断を受けた場合：発症後2日以内の場合は、タミフルまたはリレンザを5日間

服用することができます。妊娠中の場合：妊娠中のタミフルおよびリレンザ服用の安全性は実証され

ていません。治療の有益性が胎芽または胎児への危険性を上回ると思われる時にのみ使用してく

ださい。非感染者への予防的薬物治療：効果的な予防治療には、少なくとも7日間治療薬を服

用する必要があります。次に該当する場合は、予防治療が推奨されます。 

• インフルエンザで合併症を起こすリスクの高い人と接触のある者が家族にいる場合。 

• 新型インフルエンザの診断を受けた人またはその疑いのある人と接触のある児童。 

• インフルエンザで合併症を起こすリスクの高いメキシコへの渡航者。 

• インフルエンザで合併症を起こすリスクの高いメキシコ国境での労働者。 

• 新型インフルエンザの診断を受け且つ感染期間中の患者と予防措置なく接触をした医

療関係者または公衆衛生関係者。 

• 新型インフルエンザ感染地域で働く医療関係者で、感染による問題が懸念される者、

高リスクではないがメキシコへ渡航する者、救急隊員、感染が確認された地域の国境

検査官や作業員はいずれも予防治療を受けることができます。 

インフルエンザの感染により、細菌感染症を併発する場合があります。その場合は抗生物質の服用

が必要になるでしょう。一旦症状が改善したものの、再度悪化するような長期または重篤のインフル

エンザの場合は、細菌感染の恐れがあります。症状の経過が懸念される場合は医師に確認をして

ください。 
 

新型インフルエンザワクチンはい

つ頃開発されるのでしょうか？ 
 

ワクチンの開発時期は未定ですが、新ワクチンの開発・試験には何ヶ月もかかることがあります。現在

入手可能な季節性インフルエンザのワクチンは、新型インフルエンザウィルスには効果がありません。 

新型インフルエンザウィルスの

体外における生存時間はどの

くらいですか？ 
 

ウィルスや細菌の中には、食堂のテーブル、ドアノブや机上で2時間以上生存するものもあると言わ

れています。 

フェイス・マスクや呼吸マスク

の使用は予防に役立ちます

か？ 
 

フェイス・マスクや呼吸マスクの使用についての詳細は、次のウェブサイトでご確認ください。

http://www.cdc.gov/swineflu/masks.htm. 

新型インフルエンザの診断を受

けた者、または、感染の疑いの

ある者を自宅介護する際に注

意すべき点はありますか？ 

新型インフルエンザ感染者の自宅介護については、疾病対策センター（CDC）が先日情報を更新

しました。次のウェブサイトでご確認ください。

http://www.cdc.gov/swineflu/guidance_homecare.htm.考慮すべきこと： 

• 感染者がいる場合は、介護者以外に訪問客を自宅に呼ばないようにしましょう。訪問よ

り電話の方が安全です。 

• 可能であれば、在宅介護者は一人にとどめましょう。 

• 妊婦には病人の介護を任せないようにしましょう。妊婦はインフルエンザによる問題を起こ

すリスクが高く、抵抗力も落ちている可能性があります。 

• 家族に感染者がいる場合は、家族全員が石鹸で手を洗うかアルコール消毒液で手を消

毒しましょう。特に病人と接触した後や、病人の部屋または病人の使うトイレに入った後

は必ず手洗いしましょう。 
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詳細は、以下のウェブサイトでご確認ください。 

http://www.cdc.gov/swineflu/general_info.htm. 

• 手洗い後はペーパータオルまたは自分専用のタオルで手を拭きましょう。家族一人ずつ違

う色のタオルを用意しておくとよいでしょう。 

• 介護者は、介護をしている病人から感染し、発症前に人にうつす可能性もあります。感

染初期段階の場合も考えられるため、感染拡大防止のために外出時はマスクを着用

しましょう。 

• 介護者は、感染予防用の抗ウィルス薬を服用できないか、医師に相談してください。 

• 介護者は、自分や家族がインフルエンザの症状を発症していないか確認し、具合が悪く

なった場合には24時間電話サービスまたは医師に連絡をしてください。 
 

私、または、家族がインフルエ
ンザの症状を発症した場合、
感染拡大防止には何をすれ
ばよいですか？ 

インフルエンザの症状を発症した場合は、発症後7日間、または、症状がなくなってから24時間のい
ずれか長い期間、自宅で待機しましょう。医師の治療を受けたい場合は、診療所に行く前に医師に
電話をしてください。重い症状（呼吸困難等）が見られる場合は、直ちに医師の診察を受けてくださ
い。止むを得ず外出する場合には、ウィルス感染拡大防止のためフェイス・マスクを着用してください。
フェイス・マスクがない場合は、咳やくしゃみをする際にはハンカチで口を覆いましょう。自宅待機をして
いる場合は、頻繁に手洗いをするか、アルコール消毒ジェルを使用してください。原則として、少なくと
も15秒から20秒間手洗いをしてください。家族が6フィート（1.8メートル）以内に近づくことがある場
合、病人はフェイス・マスクを着用してください。詳細は次のウェブサイトでご確認ください。
http://www.cdc.gov/swineflu/mitigation.htm. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PEW435343-000 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo true
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 550
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 2400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Conforms to "SheetSpotHiRes" of the 2005 Ghent PDF Workgroup specifications)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2540 2540]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


